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４

監
事
は
、
そ
の
職
務
の
遂
行
に
当
た
り
、
必
要
に
応
じ
、
基
金
の
他
の
監
事
と
の
意
思
疎
通
及
び
情
報
の
交
換
を

図
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

監
査
報
告
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

監
事
の
監
査
の
方
法
及
び
そ
の
内
容

二

基
金
の
業
務
が
、
法
令
等
に
従
っ
て
適
正
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
及
び
中
期
目
標
の
着
実
な
達
成
に
向

け
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
意
見

三

基
金
の
役
員
の
職
務
の
執
行
が
法
令
等
に
適
合
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
そ
の
他
基
金
の
業
務
の
適

正
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
の
整
備
及
び
運
用
に
つ
い
て
の
意
見

四

基
金
の
役
員
の
職
務
の
遂
行
に
関
し
、不
正
の
行
為
又
は
法
令
等
に
違
反
す
る
重
大
な
事
実
が
あ
っ
た
と
き
は
、

そ
の
事
実

五

監
査
の
た
め
必
要
な
調
査
が
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由

六

監
査
報
告
を
作
成
し
た
日

第
一
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
監
査
報
告
の
作
成
）

第
一
条
の
二

機
構
に
係
る
通
則
法
第
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
こ
の

条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２

監
事
は
、
そ
の
職
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
者
と
の
意
思
疎
通
を
図
り
、
情
報
の
収
集
及
び
監

査
の
環
境
の
整
備
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
役
員
（
監
事
を
除
く
。
第
十
五
条
の
二
第

二
項
第
一
号
ニ
を
除
き
、
以
下
同
じ
。）は
、
監
事
の
職
務
の
執
行
の
た
め
の
必
要
な
体
制
の
整
備
に
留
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一

機
構
の
役
員
及
び
職
員

二

そ
の
他
監
事
が
適
切
に
職
務
を
遂
行
す
る
に
当
た
り
意
思
疎
通
を
図
る
べ
き
者

３

前
項
の
規
定
は
、
監
事
が
公
正
不
偏
の
態
度
及
び
独
立
の
立
場
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
の
あ

る
関
係
の
創
設
及
び
維
持
を
認
め
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

４

監
事
は
、
そ
の
職
務
の
遂
行
に
当
た
り
、
必
要
に
応
じ
、
機
構
の
他
の
監
事
そ
の
他
こ
れ
に
相
当
す
る
者
と
の
意

思
疎
通
及
び
情
報
の
交
換
を
図
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
監
事
の
調
査
の
対
象
と
な
る
書
類
）

第
三
条

基
金
に
係
る
通
則
法
第
十
九
条
第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
奄
美
群
島
振
興

開
発
特
別
措
置
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
八
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）及
び
奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別

措
置
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
二
百
三
十
九
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
国
土
交
通
大
臣
及
び
財
務
大
臣
に
提

出
す
る
書
類
と
す
る
。

本
則
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
内
部
組
織
）

第
二
十
六
条

基
金
に
係
る
通
則
法
第
五
十
条
の
六
第
一
号
に
規
定
す
る
離
職
前
五
年
間
に
在
職
し
て
い
た
当
該
中
期

目
標
管
理
法
人
の
内
部
組
織
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
現
に
存
す
る
理
事
長
の
直
近
下
位
の
内
部
組
織

と
し
て
国
土
交
通
大
臣
及
び
財
務
大
臣
が
定
め
る
も
の
（
次
項
に
お
い
て
「
現
内
部
組
織
」
と
い
う
。）で
あ
っ
て
再

就
職
者
（
離
職
後
二
年
を
経
過
し
た
者
を
除
く
。
同
項
に
お
い
て
同
じ
。）が
離
職
前
五
年
間
に
在
職
し
て
い
た
も
の

と
す
る
。

２

直
近
七
年
間
に
存
し
、
又
は
存
し
て
い
た
理
事
長
の
直
近
下
位
の
内
部
組
織
（
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
六
号
）
の
施
行
の
日
以
後
の
も
の
に
限
る
。）と
し
て
国
土
交
通
大
臣

及
び
財
務
大
臣
が
定
め
る
も
の
で
あ
っ
て
再
就
職
者
が
離
職
前
五
年
間
に
在
職
し
て
い
た
も
の
が
行
っ
て
い
た
業
務

を
現
内
部
組
織
（
当
該
内
部
組
織
が
現
内
部
組
織
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
他
の
現
内
部
組
織
）
が
行
っ
て
い
る
場

合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
再
就
職
者
が
離
職
前
五
年
間
に
当
該
現
内
部
組
織
に
在
職
し

て
い
た
も
の
と
み
な
す
。

（
管
理
又
は
監
督
の
地
位
）

第
二
十
七
条

基
金
に
係
る
通
則
法
第
五
十
条
の
六
第
二
号
に
規
定
す
る
管
理
又
は
監
督
の
地
位
と
し
て
主
務
省
令
で

定
め
る
も
の
は
、
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
三
百
八
十
九
号
）
第
二
十
七
条
第
六
号

に
規
定
す
る
職
員
が
就
い
て
い
る
官
職
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
及
び
財
務
大
臣
が
定
め
る
も
の
と

す
る
。附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下
「
改
正
法
」と
い
う
。）の
施
行
の
日（
平

成
二
十
七
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
業
務
実
績
報
告
書
に
係
る
経
過
措
置
）

２

改
正
法
附
則
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
改
正
法
に
よ
る
改
正
前
の
独
立
行
政
法
人
通
則
法
第
二
十
九
条
第
一

項
の
中
期
目
標
が
改
正
法
に
よ
る
改
正
後
の
独
立
行
政
法
人
通
則
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
中
期
目
標
と
み
な
さ
れ

る
場
合
に
お
け
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
独
立
行
政
法
人
奄
美
群
島
振
興
開
発
基
金
に
関
す
る
省
令
（
次
項
に

お
い
て
「
新
省
令
」
と
い
う
。）第
八
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る

業
務
の
実
績
（
当
該
項
目
が
通
則
法
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
業
務
の
実
績
（
当
該
項
目
が
独
立

行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
六
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
通
則
法
（
以

下
「
旧
通
則
法
」
と
い
う
。）」
と
、「
第
二
十
九
条
第
二
項
第
二
号
に
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
九
条
第
二
項
第
三
号

に
」
と
、「
同
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
第
二
号
、
第
四
号
及
び
第
五
号
」
と
、「
結
果
（
当

該
項
目
が
通
則
法
」
と
あ
る
の
は
「
結
果
（
当
該
項
目
が
旧
通
則
法
」
と
、「
期
間
に
お
け
る
業
務
の
実
績
（
当
該
項

目
が
通
則
法
」
と
あ
る
の
は
「
期
間
に
お
け
る
業
務
の
実
績
（
当
該
項
目
が
旧
通
則
法
」
と
す
る
。

（
事
業
報
告
書
の
作
成
に
係
る
経
過
措
置
）

３

新
省
令
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
は
、
改
正
法
の
施
行
の
日
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
に
係
る
事
業
報
告
書
か

ら
適
用
す
る
。

〇
財

務

省

国
土
交
通
省
令
第
二
号

独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
六
号
）
及
び
独
立
行
政
法
人
通
則

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
七
号
）

の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
十
九
条
第
四
項
及
び
第
六
項
第

二
号
、
第
三
十
二
条
第
二
項
、
第
三
十
八
条
第
二
項
、
第
三
十
九
条
第
一
項
並
び
に
第
五
十
条
の
六
第
一
号
及
び
第
二

号
の
規
定
に
基
づ
き
、
独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融
支
援
機
構
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融
支
援
機
構
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令

独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融
支
援
機
構
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
九
年
財

務

国
土
交
通

省省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融
支
援
機
構
に
関
す
る
省
令

第
五
条
及
び
第
六
条
を
削
り
、
第
四
条
を
第
六
条
と
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
第
三
十
条
第
二
項
第
七
号
」
を
「
第
三
十
条
第
二
項
第
八
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
条
と
す

る
。第

二
条
を
第
四
条
と
す
る
。

第
一
条
の
二
中
「
業
務
方
法
書
に
記
載
す
べ
き
」
を
削
り
、
同
条
第
一
号
中
「
独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融
支
援
機
構

法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）」
を
「
法
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
条
と
す
る
。
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